
 

 

 

  

◼ SDGs には取り組んだほうがトク！ 企業の活動事例 

国は民間企業に対して、SDGs への貢献を求めています。企業の協力なくしては、SDGs は達成できないからで

す。もちろん個人レベルの活動も大切ですが、より大きな影響を与えられる企業レベルでの活動が不可欠なので

す。とはいえ、企業側にもメリットがなければ、活動まで結びつけることは難しいと思うかもしれません。しか

し、一般的に企業が SDGs に取り組むことは、事業の拡大や社会的な価値の向上にもつながるとされています。 

誰もができる「SDGs」の貢献活動 
SDGs とは、2015 年に国連サミットで採択された、2030 年までの国際目標です。 

貧困や飢餓、経済成長や環境問題など、世界基準で取り組むべき 17 個の目標の総称として、世界中で共有されています。 

国内でも政府がすべての民間企業に対してこの SDGs への貢献を求めています。 

そのため、貢献活動の有無は企業の社会的な信頼度に大きく関わる要素となっています。 

世界規模で求められる貢献活動について、組織として、個人としてできることを考えてみましょう。 

◼ SDGs は世界の発展を目指すための 17 目標 

SDGs は Sustainable Development 

Goals（持続可能な開発目標）の略称

であり、右の 17 目標で構成されてい

ます。経済問題から環境問題まで、非

情に幅広い問題が対象になっている

ことがわかります。ひと言でいえば

「世界中の皆が発展・成長し、その成

果を継続させていくための目標群」

ということになります。 

 組織として、個人として、できることを考え、行動する 

SDGs は非常に多様な角度から貢献することができます。まずは、自分の会社ではどのような貢献ができるかを考えてみるこ

とが大切なのです。今、あなたが身近に始められることは何でしょうか？ 



 

◼ できることからはじめよう！ 個人でできる SDGs アクション 

SDGs の活動というと、どうしても難しいイメージだったり、企業が取り組むべきものと思われがちだったり

ます。しかし、日々の生活でできるちょっとした行動も立派な SDGs 貢献となるのです。以下はすぐにはじめ

られる簡単な SDGs アクションです。こうした例を参考に、今の自分にできることを考えましょう。 

※発展途上国の人々の経済的・社会的な自立を支援する商品 

自分ごとからはじめる 

SDGsの教科書100 

SDGs の基礎から学び、実践まで行う 

本講座では、はじめに SDGs の基本について学び、本

質的な理解を深めます。その後は実践編として、個人

や、自身の所属する部署・会社で SDGｓに取り組むた

めの働きかけ方や活動の始め方、何を目標にすればい

いのかといった、行動へ移すまでの道筋を明らかにし

ていきます。わたしたちの手で地球を支えるにはどう

すればいいのかを明確化するための講座です。 

１か月目 自己診断 

自己診断：あなたの「SDGs」に対する知識を自己チェ

ック！ ○×式の自己診断問題にトライし、自分の弱

点を把握してください。 

２か月目 

第１章：SDGs とは何か 

第２章：「貧困をなくそう」 

第３章：「飢餓をゼロに」「すべての人に健康と福祉を」 

第４章：「質の高い教育をみんなに」「ジェンダー平等

を実現しよう」 

第５章：「安全な水とトイレを世界中に」「エネルギー

をみんなに そしてクリーンに」 

第６章：「働きがいも経済成長も」「産業と技術革新の

基盤をつくろう」 

第７章：「人や国の不平等をなくそう」「住み続けられ

るまちづくりを」 

第８章：「つくる責任 つかう責任」「気候変動に具体的

な対策を」 

第９章：「海の豊かさを守ろう」「陸の豊かさも守ろう」 

第 10 章：「平和と公正をすべての人に」「パートナーシ

ップで目標を達成しよう」 

第 11 章：日本における SDGs 

第 12 章：政府による８つの優先課題① 

第 13 章：政府による８つの優先課題② 

第 14 章：SDGs と企業の関わり 

第 15 章：企業が SDGs をはじめるにあたって 

第 16 章：SDGs への取り組みを導入するまで 

第 17 章：企業ができる SDGs の取り組み① 

第 18 章：企業ができる SDGs の取り組み② 

第 19 章：業種別 SDGs の貢献チャンス① 

第 20 章：業種別 SDGs の貢献チャンス② 

3 か月目 

◆教材構成：テキスト 1 冊／自己診断問題集１冊 
自己診断１回／提出課題２回 

 
おすすめ講座のご案内 

◼ 受講期間：３か月 

◼ 受講料：14,580 円 


